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「
N
N
」
「
多
面
的
機
能
」
「
土
地

改
良
」
、
農
業
農
村
整
備
事
業
に
関
わ

る
方
々
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
用
語

も
、
一
般
の
方
に
は
馴
染
み
の
な
い
言

葉
で
す
。
農
村
振
興
課
で
は
、
未
来
を

担
う
若
い
世
代
を
対
象
に
、
農
村
地
域

に
欠
か
せ
な
い
農
地
、
土
地
改
良
施
設

及
び
周
辺
の
自
然
環
境
等
を
学
び
の
場

と
し
て
活
用
し
た
農
作
業
等
の
体
験
活

動
や
、
土
地
改
良
施
設
が
農
村
地
域
の

維
持
、
発
展
に
果
た
し
て
い
る
役
割
等

を
学
ぶ
研
修
会
の
開
催
な
ど
、
農
業
・

農
村
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ふ
く
し
ま
の
農
育
」
推
進

事
業

「
ふ
く
し
ま
の
農
育
」
推
進
事
業
で

は
、
３
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
、
農
業

農
村
に
関
す
る
体
験
学
習
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

(1)
「
田
ん
ぼ
の
学
校
・
畑
の
学
校
」
実

践
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
地
元
農
家
等
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
米
・
野
菜
・
果
物

等
の
栽
培
に
つ
い
て
、
田
植
え
、
種
ま

き
か
ら
収
穫
に
至
る
ま
で
の
年
間
を
通

じ
た
体
験
活
動
に
取
り
組
む
小
学
校
に

対
し
て
、
農
業
の
専
門
的
知
識
に
係
る

指
導
・
助
言
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

(2)
「
生
き
も
の
調
査
」
事
業
で
は
、
淡

水
魚
類
の
専
門
家
等
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
水
田
や
水
路
等
に
生
息
す
る
魚
類
、

水
生
昆
虫
類
等
の
生
き
も
の
調
査
に
取

り
組
む
小
学
校
の
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

(3)
「
ふ
く
し
ま
の
農
村
学
び
の
場
」
事

業
で
は
、
次
代
を
担
う
小
学
生
か
ら
大

学
生
を
対
象
に
、
県
内
各
地
方
に
お
い

て
農
業
生
産
に
欠
か
せ
な
い
土
地
改
良

施
設
や
工
事
現
場
の
見
学
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

相
双
地
方
開
催
「
ふ
く
し
ま

の
農
村
学
び
の
場
」
現
場
見

学
会
を
開
催

10
月
14
日
（
土
）
に
県
内
の
小
・
中

学
生
を
対
象
に
、
南
相
馬
市
高
平
中
部

地
区
の
ほ
場
整
備
工
事
現
場
と
横
川
ダ

ム
を
巡
る
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
農

業
や
土
地
改
良
施
設
に
関
す
る
ク
イ
ズ

や
ゲ
ー
ム
、
建
設
機
械
へ
の
試
乗
体
験

な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し

な
が
ら
、
親
子
で
農
業
・
農
村
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

定
員
40
名
、
参
加
費
無
料
、
興
味
の

あ
る
方
は
、
福
島
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
農
村
振
興
課
】

２０２３年（令和５年）９月１日

農
地
、土
地
改
良
施
設
の
持
つ
役
割
へ
の
理
解
促
進
に
向
け
て

農

空

間

の

う

く

う

か

ん
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↑応募はこちらから↑

１

地
区
の
概
要

梁
取
地
区
は
只
見
町
の
東
部
に
位
置
し
、
南
は
一

級
河
川
の
伊
南
川
、
北
は
６
０
０
ｍ
級
の
山
々
に
囲

ま
れ
た
、
河
川
沿
い
に
約
50
ha
の
農
地
が
広
が
る
田

園
地
帯
で
す
。
夏
は
昼
と
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、

冬
は
例
年
、
積
雪
が
２
ｍ
以
上
と
な
る
全
国
で
も
有

数
の
特
別
豪
雪
地
帯
で
も
あ
り
、
40
代
～
50
代
の
担

い
手
農
家
が
中
心
と
な
っ
て
、
米
、
酒
米
、
夏
秋
ト

マ
ト
、
ソ
バ
な
ど
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

２

ほ
場
整
備
へ
の
取
組

ほ
場
は
、
昭
和
42
年
～
45
年
に
か
け
て
、
標
準
区

画
30
a
で
整
備
し
ま
し
た
が
、
50
年
以
上
経
過
し
て

お
り
、
用
排
水
路
の
老
朽
化
や
近
年
の
水
害
に
よ
る

表
土
の
流
失
な
ど
に
よ
り
、
現
状
の
ほ
場
で
は
、
生

産
コ
ス
ト
や
労
力
の
更
な
る
縮
減
が
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
次
世
代
が
安
心
し
て
営
農
と
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
ほ
場
の
再
整

備
は
不
可
欠
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
複
数
年
に
渡

り
関
係
機
関
を
交
え
た
集
落
座
談
会
を
幾
度
も
開
催

し
て
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
令
和
４
年
度
か
ら
農
地

中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
に
着
手
し
ま
し

た
。新

た
な
ほ
場
整
備
は
標
準
区
画
50
a
、
最
大
で
２

ha
の
大
区
画
で
整
備
し
、
用
水
路
は
維
持
管
理
と
水

管
理
労
力
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
豪
雪
地
帯
で
は
珍

し
い
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
導
入
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

３

園
芸
作
物
（
夏
秋
ト
マ
ト
）
団
地

化
へ
の
取
組

梁
取
地
区
で
は
、
米
と
一
緒
に
夏
秋
ト
マ
ト
の
ハ

ウ
ス
栽
培
を
営
農
基
盤
と
し
て
い
る
担
い
手
農
家
が

複
数
名
い
ま
す
が
、
夏
秋
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
が
点
在

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
作
業
の
効
率
化
に
も
限
界

が
生
じ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
課
題
の
一
つ
で
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
の
ほ
場
整
備
と
併
せ
て
、
担
い
手

農
家
の
要
望
に
添
っ
た
形
で
、
夏
秋
ト
マ
ト
を
休
耕

せ
ず
に
施
設
数
、
規
模
、
配
置
を
調
整
し
、
地
区
の

一
角
に
ま
と
め
て
団
地
化
し
、
今
ま
で
以
上
に
農
作

業
の
効
率
化
を
図
る
取
組
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

団
地
化
へ
の
具
体
的
な
取
組
は
、
通
常
の
ほ
場
整

備
事
業
の
工
種
の
ほ
か
、
営
農
ハ
ウ
ス
移
転
、
夏
秋

ト
マ
ト
用
の
井
戸
新
設
や
用
水
供
給
施
設
建
設
な
ど

の
農
業
生
産
基
盤
整
備
附
帯
工
や
営
農
環
境
整
備
工

も
工
種
に
取
り
入
れ
、
更
に
は
、
農
業
振
興
普
及
部

で
所
管
す
る
園
芸
生
産
拠
点
育
成
事
業
等
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
夏
秋
ト
マ
ト
の
団
地
化
を
進
め
て

い
ま
す
。

４

未
来
を
見
据
え
た
取
組

梁
取
地
区
で
生
産
し
て
い
る
夏
秋
ト
マ
ト
は
、
全

国
で
も
有
名
な
ブ
ラ
ン
ド
ト
マ
ト
で
あ
る
「
南
郷
ト

マ
ト
」
で
あ
り
、
酒
米
に
つ
い
て
も
、
数
々
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
受
賞
し
て
い
る
焼
酎
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
郷
ト
マ
ト
や
酒
米
を
生
産
す
る
担
い
手

農
家
で
は
J
G
A
P
を
取
得
し
、
南
郷
ト
マ
ト
の
生

産
組
合
で
も
GI
を
取
得
す
る
な
ど
、
農
業
や
地
域
作

り
に
熱
い
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
る
地
区
で
も
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
次
世
代
が
も
っ
と
楽
に
営
農
で
き
る
よ

う
に
、
各
種
デ
ー
タ
（
気
温
、
湿
度
、
用
水
量
、
肥

料
等
）
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
つ
で
農
作
物
を

自
動
管
理
で
き
る
I
o
t
技
術
の
基
盤
と
な
る
情
報

通
信
環
境
整
備
事
業
に
も
取
り
組
む
機
運
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

南
会
津
農
林
事
務
所
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
熱

い
想
い
を
も
っ
た
地
区
の
み
な
さ
ん
に
対
し
、
切
れ

目
な
く
強
い
下
支
え
が
で
き
る
よ
う
、
一
歩
一
歩
、

着
実
に
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
南
会
津
農
林
事
務
所
】

県
内
か
ら
の
た
よ
り

ふくしまの農村学びの場の様子

梁取地区の全景

トマト栽培の作業風景

特集
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２０２３年（令和５年）９月１日

堰
場
地
区
に
つ
い
て

私
の
担
当
地
区
は
会
津
若
松
市
湊
町
に
位
置
す
る
「
堰

場(

せ
き
ば)

地
区
」
で
す
。

当
地
区
で
は
、
平
成
29
年
か
ら
ほ
場
整
備
事
業
に
取
り

組
み
、
事
業
を
契
機
に
農
事
組
合
法
人
が
設
立
さ
れ
、
地

域
の
農
地
維
持
や
農
業
振
興
の
た
め
の
体
制
が
作
ら
れ
ま

し
た
。

営
農
状
況
と
し
て
は
、
主
に
水
稲
と
転
作
作
物
と
し
て

ソ
バ
と
大
豆
を
栽
培
し
て
お
り
、
特
に
転
作
作
物
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

当
地
区
は
一
級
河
川
原
川
の
河
岸
段
丘
に
あ
り
、
石
の

多
い
土
壌
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
農
作
業
中
に
ト
ラ
ク
タ
ー

の
歯
が
欠
け
る
な
ど
の
支
障
を
き
た
し
て
お
り
、
現
在
実

施
中
の
工
事
で
は
、
主
に
石
の
除
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

工
事
担
当
者
と
し
て
、
本
年
度
の
事
業
完
了
に
向
け
、

少
し
で
も
作
業
の
し
や
す
い
農
地
に
で
き
れ
ば
と
思
い
な

が
ら
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

担
い
手
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

今
回
は
本
事
業
を
契
機
に
設
立
し
た
農
事
組
合
法
人
堰
場

フ
ァ
ー
ム
里
山
代
表
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

Q1
ほ
場
整
備
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
は
？

昭
和
43
～
45
年
に
20
a
区
画
を
標
準
に
整
備
を
行
っ
た

が
、
農
道
が
狭
小
で
あ
り
、
用
・
排
水
路
と
も
に
土
水

路
の
た
め
維
持
管
理
が
大
変
だ
っ
た
。
農
地
を
将
来
に

わ
た
り
活
用
し
て
い
く
た
め
に
取
り
組
ん
だ
。

Q2
ほ
場
整
備
を
し
た
こ
と
で
地
域
の
反
応
は
何
か
あ
り
ま

し
た
か
？

自
分
た
ち
の
親
の
代
は
、
ほ
場
整
備
を
契
機
に
、
法
人

と
い
う
後
継
者
が
見
つ
か
っ
た
た
め
一
安
心
し
た
と
思

う
。
事
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
区
画
が
大
き

く
な
り
、
狭
か
っ
た
農
道
も
拡
幅
さ
れ
る
な
ど
事
業
実

施
前
よ
り
も
機
械
を
大
型
化
す
る
こ
と
が
で
き
作
業
効

率
は
上
が
っ
て
い
る
。
今
後
の
後
継
者
育
成
と
い
う
課

題
も
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
地
域
と

し
て
は
事
業
に
取
り
組
ん
で
良
か
っ
た
。

Q3
今
後
、
堰
場
フ
ァ
ー
ム
里
山
が
展
開
し
て
い
き
た
い
こ

と
や
夢
は
あ
り
ま
す
か
？

ほ
場
整
備
を
実
施
し
た
農
地
を
自
分
た
ち
の
後
の
代
に

繋
ぐ
た
め
、
農
地
の
維
持
や
作
業
効
率
な
ど
近
隣
の
集

落
と
も
協
力
し
な
が
ら
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
で
守
っ

て
い
き
た
い
。

わ
た
し
の
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。

他
県
よ
り
派
遣
さ
れ
、
相
双
農
林
事
務
所
農

村
整
備
部
に
お
い
て
農
業
農
村
の
復
旧
・
復
興

業
務
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
職
員
３
名

（
新
潟
県
２
名
、
滋
賀
県
１
名
）
を
御
紹
介
し

ま
す
。

○
山
田
直
明
副
主
査
（
滋
賀
県
職
員
）

令
和
４
年
度
か
ら
本
県
に
派
遣
さ
れ
本
年
度

で
２
年
目
、
登
山
が
趣
味
で
週
末
に
は
県
内
の

山
々
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
農
地
計
画
課
に
お
い
て
、
令
和
４

年
３
月
に
発
生
し
た
福
島
県
沖
地
震
や
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
施
設
の
災
害
復
旧
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
農
村
整
備
第
一

課
に
異
動
し
太
田
地
区
（
南
相
馬
原
町
区
）
の

工
事
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

○
富
井
博
文
主
査
（
新
潟
県
職
員
）

平
成
29
年
度
か
ら
本
県
に
派
遣
さ
れ
本
年
度

で
７
年
目
、
ゴ
ル
フ
が
趣
味
で
同
僚
と
と
も
に

県
内
の
コ
ー
ス
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。昨

年
度
ま
で
は
、
農
村
整
備
第
二
課
で
右
田
・

海
老
地
区
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）
の
補
完
工
事

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
農
村

整
備
第
一
課
に
異
動
し
鶴
谷
地
区
（
南
相
馬
市

原
町
区
）
の
工
事
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

○
関
敏
明
主
査
（
新
潟
県
職
員
）

平
成
29
年
度
か
ら
本
県
に
派
遣
さ
れ
本
年
度

で
７
年
目
、
自
作
の
お
弁
当
を
毎
日
持
参
す
る

な
ど
家
庭
的
な
一
面
も
お
持
ち
で
す
。

農
村
整
備
第
二
課
で
真
野
地
区
（
南
相
馬
市

鹿
島
区
）
の
補
完
工
事
を
中
心
に
、
今
年
度
発

注
し
た
小
山
田
地
区
（
南
相
馬
鹿
島
区
）
の
工

事
（
区
画
整
理
工
）
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に
つ
い
て
、

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
19
年
に
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

と
し
て
創
設
さ
れ
た
時
に
、
土
地
改
良
区
管
内
全
８
集

落
に
有
効
的
な
事
業
で
あ
る
た
め
、
是
非
、
取
り
組
ん

で
頂
き
た
い
と
説
明
会
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
、
申
請

や
事
務
処
理
が
単
独
で
は
で
き
な
い
と
い
う
要
望
を
受

け
、
平
成
14
年
か
ら
改
良
区
外
部
組
織
と
し
て
地
域
づ

く
り
や
環
境
整
備
を
実
施
し
て
い
る
「
愛
谷
江
筋
愛
護

会
」
（
広
域
組
織
）
の
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。
そ
の
時
の
条
件
は
、
今
も
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
①
補
修
工
事
は
、
原
則
、
直
営
施
工
で
行
う
こ

と
②
集
落
毎
に
事
務
処
理
を
行
う
者
を
選
任
す
る
こ
と

③
非
農
家
、
農
家
に
関
わ
ら
ず
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て

作
業
に
参
加
す
る
こ
と
の
３
つ
で
し
た
。

支
線
用
水
路
、
農
道
、
排
水
路
、
溜
池
は
、
集
落
毎

に
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
浚
渫
や
草
刈
り
、
農

道
の
砂
利
敷
き
な
ど
の
恒
常
的
な
活
動
、
U
字
溝
の
入

替
え
や
水
門
補
修
な
ど
の
工
事
も
集
落
毎
に
住
民
と
共

に
計
画
し
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、
継
続
的
に
行
う
こ

と
で
、
施
設
の
保
全
と
賃
金
所
得
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

土
地
改
良
区
は
、
広
域
組
織
の
運
営
と
活
動
の
指
導
的

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の
事
務
処
理
の
効
率

化
、
簡
素
化
が
、
も
っ
と
進
ん
で
も
い
い
の
で
な
い
か

と
存
じ
ま
す
。
活
動
記
録
や
金
銭
出
納
簿
は
、
ス
マ
ホ

で
、
活
動
写
真
や
レ
シ
ー
ト
を
撮
っ
て
、
ア
プ
リ
で
処

理
出
来
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
れ
ば
、
事
務
処
理
も
容

易
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
の
農
業
水
利
施
設
や
農
用
地
な
ど
の

保
全
管
理
の
た
め
に
は
、
土
地
改
良
区
の
事
業
と
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の
両
方
を
上
手
に
活
用
し
、

地
域
づ
く
り
、
人
材
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

愛
谷
堰
土
地
改
良
区

事
務
局
長

菅
波
考
光

福
耕
支
援
隊
の
コ
ー
ナ
ー

地
域
に
根
ざ
し
た
水
土
里
ネ
ッ
ト

愛谷堰

打ち合わせの様子

代表と監督員

除石後の農地をトラクターで耕す様子

生い茂る大豆

右：山田副主査

中央：富井主査

左：関主査

【
地
区
概
要
】

○
事
業
名
：
農
業
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業

（
農
地
整
備
事
業
（
経
営
体
育
成
型
）
）

堰
場
地
区

○
工

期
：
平
成
29
年
度
～
令
和
５
年
度
（
予
定
）

○
主
要
工
事
：
整
地
工
A
＝
２
４
.
６
ha

道
路
工
L
＝
４
,
３
０
３
ｍ

用
水
路
工
L
＝
５
,
３
１
３
ｍ

排
水
路
工
L
＝
４
,
６
０
９
ｍ

【
監
督
員
】

会
津
農
林
事
務
所

小
池
涼
乃

農
事
組
合
法
人
堰
場
フ
ァ
ー
ム
里
山

○
ほ
場
整
備
を
契
機
に
前
身
の
農
作
業
受
託
組
織
か
ら
設

立

平
成
29
年
９
月
13
日
法
人
登
記

組
合
員
15
名
、
常
勤
３
名

○
平
成
30
年
～
作
付
け
ス
タ
ー
ト

当
初
は
水
稲
＋
ソ
バ

令
和
元
年
か
ら
大
豆
を
追
加
、
集
落
内
で
一
部
カ
ボ
チ
ャ

栽
培

整備後の堰場地区




